
○議長（高木将君） 次，２２番立原正一君の発言を許します。 

〔２２番 立原正一君登壇〕 

○２２番（立原正一君） ２２番立原正一でございます。発言通告順に，私見と既報告を引用し

て，一般質問をいたします。 

 私，昨年末議会での一般質問前段で申し上げましたが，２００８年度予算編成の基本方針の原

案をおおむね了承したと。福田内閣として初めての予算編成に向け，歳出削減という原則を堅持

する一方で，地方や高齢者などへの配慮をにじませていると。また，非常に厳しい状況だが，め

り張りのある予算をつくり上げる最大限の努力をしてほしいと指示したとの報道がありました。 

 原案には，歳出削減に向け，１つ，公共事業関係費の前年度３％減，２つ，診療報酬，薬価を

削減する方向で見直す，３つ，国と地方の公務員定数を純減化させる方針の堅持などが盛り込ま

れたとも言われております。 

 末端自治体の財政は全国的に冷え切っており，国政主導により行財政改革大綱を作成して，各

自治体とも既に絞り切っている英知をさらに増幅させて，表現をわかりやすく言えば，雑巾絞り

も，手絞りから機械的絞りの強制力を加算しての取り組みをいただいた次第であります。 

 しかし，小泉内閣の地方分権改革は，２００４年から２００６年度の三位一体改革により安定

したとも言われております。詳細を申し上げますと，平成１６年，１７年，１８年度の３年間で

5.１兆円が削減されたことで，国自体の財政再建が最優先されたしわ寄せを受け，全国の地方自

治体が一斉に悲鳴を上げている事態を発生したことは，決して正しい国政判断ではなかったとも

言われております。 

 大久保市長の平成２０年度施政方針を熟読いたしました。前段では，表現を若干変えての文言

を提示されており，国以上の財政危機をもっての予算編成をしたことが理解でき，特に本市は合

併後５年目に入ったことも基因源となり，関係部署職員にも相当に伝達されたことも伺われ，決

裁部を受け持った管理部職員は，相当に脂汗を流しての企画起案作業，これは施政方針書の２ペ

ージの中で，市政運営として，「職員一人ひとりの意識改革を図るとともに，市民サービスの向上

や市民と行政との距離を身近なものとし，市民との信頼関係を築くため，これまで以上に行政の

説明責任を果たして，地域協働の推進と市民参画による行政を推進してまいりたいと考えており

ます」と述べられておりますことを考察すれば，そのとおりだろうというふうに素直に感謝を申

し上げまして，本題の一般質問に入りますので，常陸太田市民の皆様が，すばらしい夢と希望，

そして感動としん浸透性のある内容の答弁を期待しております。 

 初めに，１つ，市長の施政方針についてでございます。 

 施政方針書の２ページ下段に，２０年度につきましても，「常陸太田市の誇る地域環境・潜在力

である豊かな自然，息づく歴史，あふれ出るまごころを活かして『輝く人づくり』，『安らぎのあ

る快適環境づくり』，『まちの元気づくり』を施策の基本として，『自然・歴史を活かし，人・地域

がかがやく協働のまち（快適空間）』をめざして，施策を進めてまいります」とあります。 

 活字に置きかえれば，このようになるものと理解いたしますが，市民の中には，「息づく歴史，

あふれ出るまごころを活用して『輝く人づくり』」等ほかにも表現はありますが，脳裏に描くには



全くわからないという詰問を受けることがあります。 

 大久保市長の常陸太田市政，これは常陸太田市自治体の姿，市の勢いを目指す方向について，

形態的に考察すればどのようになるのか，わかりやすくご説明いただきたいと思います。 

 ２つ目でございます。常陸太田市再生について３つの項目を伺います。 

 １つ，自主財源構築確保について。自主財源とは，地方公共団体が自主的に収入し得る財源を

言うことはご承知のとおりであります。種類には，地方税，分担金及び負担金，使用料，手数料，

財産収入，寄附金，繰入金，繰越金，諸収入が該当します。ご承知のとおり，自主財源の多くは，

行政自主性と安定性を確保し得るか否かの尺度となるものであり，できる限り自主財源の確保は

努めるべきとあります。当市の考え方と確保への設定はどのよにしているのかを伺います。 

 ２つ，行政改革について。市長自身も施政方針に，本市は合併して５年目を迎えようとしてお

り，また，市政運営の基本計画である常陸太田市第５次総合計画が平成１９年度にスタートして

２年目に入りますと記載し，さらに「市民との信頼関係を築くため，これまで以上に行政の説明

責任を果たして，地域協働の推進と市民参画による行政を推進してまいりたいと考えております

と読まれました。 

 これまでにも改革推進は，数値目標を設定すべきとしてきておりましたが，昨今は，推進項目

ごとに数値目標を定めての推進に変革されており，現在は７１の推進事項に目標を定めて推進中

とあり，本格推進と感謝をしております。本年は１市１町２村の合併後，満４年となる１９年度

末になることからも，取り組みと成果について，市民への説明資料をまとめるためにもお伺いし

たいと思います。 

 ３項，農業の振興策について２つの項目を伺います。 

 本年度の一般会計予算説明書の農林水産業費１０億 1,５５７万 6,０００円は，前年度当初予算

と比較し，マイナス２3.６％の３億 1,４１８万 2,０００円が削減されており，また，市長の施政

方針の中でも，大幅な振興策はないように理解しております。農業の振興に触れているのは，「地

域を支える産業の元気と働く環境づくり」の１節に，「地域の中核的農業施設であるライスセンタ

ーが世矢地区に整備されるのに伴い，機初・西小沢・世矢地区の担い手の育成と農地の利用集積

の促進を図り，地域農業の振興を図ります」とあります。ご承知のとおり，振興とは奮い起こす

との意味を持ち，最終的には金銭源に結実・つながりにあるものと理解をしております。 

 当市は，以前に米国の芸術家の傘によりますアンブレラ展示が開催され，思わぬにぎわいがあ

ったことが記憶に薄れても残っているものと考えます。少なくとも我が国の中で，常陸太田市の

国道３４９号線の風光明媚と申しましょうか，日本特有の四季折々に奏でる美しい田園が選ばれ

たのであります。当市は，これを後世に渡す責務があると考えます。 

 そこで１つ，当市の基幹産業である農業を将来的にどのようにしていく考えか。 

 ２つ，米づくり，野菜づくり，果実づくりの３区分化したときに，おのおのどのようなことを

推進していくのか，考え方を伺います。 

 ３つ，都市計画推進の現状と市街化調整区域等の線引きについてであります。 

 今，茨城県常陸太田土木事務所が管轄する事業として，国道２９３号線，増井町・瑞竜町経由



国道３４９号線へのバイパス整備進行と，県道日立笠間線木崎トンネル化による国道３４９号線

へのバイパス整備の進行，及び県道山方常陸那珂港線，金砂郷地区久慈川にかかる仮称木島橋の

共用開始が進行中等にある中で，これらを基盤とした新規都市計画案の現状と線引きの見直しに

ついて，以前に伺った時点では，各地区の合併が１年間延びており，茨城県自体が平成１９年度

から開始するということになっているとご説明を受け，理解をしておりますが，線引き見直しの

推進状況について伺います。 

 ４つ，宮の郷工業団地，岡田工業団地の運営状況について，２つ伺います。 

 宮の郷工業団地の運用管理監督部は茨城県企画部が主体性を持ち，岡田工業団地は茨城県土地

開発公社の管理監督部が主体性を持って運営をしているものと理解をしております。昨年私は，

時折，両方へ出向きまして，動向について伺っておりましたが，話はあるが，なかなか決定結果

にはなっていないということでありました。 

 そこで，１つ，その後の動向の現状について伺います。 

 ２つ，宮の郷工業団地の管理費支出は，茨城県から常陸太田市の持ち出しとなったことはご承

知のとおりであります。現状は，大きな事業者の進出もなく，管理費の捻出に疑問が出ている現

状であります。そこで，費用対効果を考察したとき，どのようになっているのかを伺います。 

 最後に５つ，補助金等検討委員会の進行と終結について。 

 本件については，私，これまでにもお伺いして，当初決定した期間，平成１９年７月終了をは

るかに過ぎておるところからお伺いをいたしました。その都度，特定の説明をいただいており，

さらには，昨年９月議会では，検討委員会委員手当の補正予算化を提示されて，承認をしており

ました。補助金検討委員会の答申結果は，２０年度予算化に反映させる等のことでありましたの

で，これまでの進め方はどのような成果として具現化されたのか，また終結はどのようになって

いるのかを伺います。 

 以上で，第１回の質問を終わります。 

○議長（高木将君） 答弁を求めます。市長。 

〔市長 大久保太一君登壇〕 

○市長（大久保太一君） 施政方針につきましてのご質問にお答えをしたいと思います。 

 議員のご質問の中で，形態的にどうかということ，さらには市民への説明責任等についてのポ

イントを置かれてのご質問だったというふうにご理解を申し上げまして，ご答弁を申し上げます。 

 ご案内のとおりでございますが，市におきましては，少子高齢化，あるいは地球温暖化，地方

分権，行政改革といった時代の潮流の中で，また，国の三位一体改革等による厳しい財政状況，

あるいは地域コミュニティの再構築，地域経済の活性化といった，本市を取り巻きます課題が多

くございまして，これらに対応し，本市の地域の特性を生かしながら，まちづくりを進めるため

の市の第５次計画を策定し，本年度よりスタートをしたことは，ご案内のとおりでございます。 

 この中で，「市民との協働」，「地域資源を磨き活用するまちづくり」，この２つのことによりま

して，施策全体を統括して進めていこうと考えているところであります。 

 「地域資源を磨き活用するまちづくり」につきましては，本年度より本腰を入れて進めようと



しておりますエコミュージアム活動によるまちづくりを基本としていきたいと思っております。

常陸太田市には，地域資源，すぐれるものがたくさんございます。これをもっと生かしながら，

交流人口等をふやしたり，いろんな意味から地域の経済の活性化につなげていこうという考えで

ございます。これらをもとにいたしまして，本市のまちの将来像であります快適空間，「自然・歴

史を活かし，人・地域がかがやく協働のまち」を目指すものでございます。 

 施策の基本方向としましては，ご案内と思いますが，「輝く人をつくる」，「安らぎのある快適環

境をつくる」，「まちの元気をつくる」の３つの基本方向に基づきまして施策を進めておりますけ

れども，市民との協働によるまちづくりの基本姿勢として，職員一人ひとりの意識改革を図って，

市民サービスの向上，市民と行政との距離をより身近なものにするなど，行政力改革にも取り組

みまして，地域協働の推進と市民参画による行政を推進していきたいということでございます。 

 このため，基本計画におきましては，前期５年間に特に重点的に，優先的に取り組むものとし

て，「ストップ少子化若者定住」，「みんなで支える未来を拓く人づくり」，「高齢者の生きがいづく

り」，「あったかコミュニティが育む住みよい環境づくり」，「総合的な公共交通の整備」，「人と地

域の元気づくり」の６つの戦略を掲げているところでありますが，平成２０年度におきましては，

特に少子化対策，地球温暖化防止対策，地産地消推進，そしてエコミュージアム活動を推進して

まいりたいと考えているところであります。具体的な内容につきましては，施政方針の中で，そ

れぞれの項目についてご説明を申し上げましたので，ご精査を賜りたいと思います。 

 また，市民への説明責任という観点からは，今後とも町会長連絡協議会，あるいは各地域での

町会長会議，さらには市民への市政懇談会等の場を設けまして，これらの方針についての丁寧な

説明を進めてまいりたいと思っております。 

○議長（高木将君） 総務部長。 

〔総務部長 川又善行君登壇〕 

○総務部長（川又善行君） 常陸太田市再生について，まず，自主財源構築確保についてお答え

を申し上げます。 

 これまでの自主財源確保の取り組みとその成果についてでございますけれども，本市は，歳入

に占める地方税の割合が低く，優良企業の立地が大きな課題となっておりました。このため，平

成１８年度より企業誘致担当職員を企画課内に配置，１９年度からは企業誘致推進室を設置しま

して，工業団地の分譲に取り組んできたところでございます。この結果，３つの工業団地に５社

の進出が決定しており，今後，市民税法人分や固定資産税の確保につながるものと考えておりま

す。 

 市税につきましては，全国的に滞納額が増加する傾向があるため，徴収担当職員の増員や収納

対策本部の設置によりまして，収納体制の強化にも取り組んでいるところでございます。これに

よりまして，１８年度の現年度市税徴収率は９7.３％を確保することができ，特に市民税個人分

については９8.７％と，県内トップの徴収率となってございます。引き続き本年度，あるいは本

年度以降においても，収納対策に鋭意努めてまいりたいと考えてございます。 

 また，公用車配置の見直しを行いまして，使用頻度の低い公用車は売り払うことといたしまし



た。これによりまして，１７年度は２７台，３８５万円，１８年度，１１台，２０３万円，１９

年度，３台，３３７万円，合計売り払い台数４１台でございまして，９２５万円の収入がござい

ました。廃車も含めますと４７台の公用車を処分しておりまして，年間３８２万円程度の管理費

用も，あわせて削減できたものと見込んでおります。 

 さらに，公募等による土地売却により３年間で 4,５２４万円，駐車場を利用する職員からの行

政財産使用料の徴収によりまして年間４５０万円，広報紙広告料によりまして年間８１万円程度

の増収となってございます。２０年度につきましては，まちづくり振興基金の活用や有価証券等

による基金運用，歳計現金を短期間の定期預金で運用するなどしまして，1,９００万円弱の増収

も，あわせて見込んだところでございます。 

 なお，歳入確保だけではなく，歳出予算の見直しにも取り組んでおりまして，定員管理適正化

計画による職員数の削減や給与構造改革の見直し，特殊勤務手当の見直し，システムの再リース

対応，清掃委託や警備業務の見直し，補助金の見直し，し尿収集業務の見直しなどによりまして，

１７年度と比較しますと，年間約８億 5,０００万円程度の歳出削減を図ったものでございます。 

 次に，行政改革についてでございます。 

 市の行政改革につきましては，毎年度実施計画を作成し，推進を図っておりまして，本年度か

らこの実施計画に，議員ご発言のとおり，数値目標や期限設定等の目標設定を加え，ＰＤＣＡに

よる進行管理を進めるよう改善してきたところでございます。今年度の成果等につきましては，

年度途中ということもございまして，実績等の集約はまだ行っておりませんけれども，実施計画

の全体の進捗状況といたしましては，おおむね推進が図られているものと考えております。 

 具体的には，定員管理適正化では，計画目標を超える職員数の抑制，１９業務における特殊勤

務手当の廃止，し尿収集業務の直営を廃止し許可制への移行，天下野診療所・里美歯科診療所へ

の指定管理者制度の導入，地域協働の推進として，自治会組織の制度統一と町会長協議会連合会

の設立や，市民提案型まちづくり補助事業の創設，市政の透明性の確保や協働のまちづくりのた

めパブリックコメント制度の導入や，出前講座の実施，補助金等検討委員会の提言と平成２０年

度予算への反映，毎週水曜日の窓口の時間外開庁など，着実な推進が図られているものと考えて

おります。今後につきましても，継続的に推進していく考えでおります。 

 さらなる推進・改善を要するものとしましては，民間委託の推進，指定管理者制度の活用，Ｐ

ＦＩ手法の導入，自主財源の確保などがございます。これらにつきましては，引き続き研究して

いく必要があると考えております。 

 また，今後の新しい施策といたしましては，外部の専門機関によります電算業務の検証を行う

電算システム業務外部評価事務，あるいは地域協働の推進に係る市民提案型まちづくり補助事業

及び地域コミュニティ自主活動補助事業の推進等がございまして，これらは新年度の実施計画に

盛り込まれる予定でございます。 

 行政改革の推進につきましては，今後も各施策について，ＰＤＣＡに基づく精査・検証と計画

のローリングを行いまして，計画の着実な実行を図るとともに，新規事業の抽出にも努めてまい

ります。 



 次に，補助金等検討委員会の進行と終結についてお答え申し上げます。 

 補助金等検討委員会の進捗状況でございますけれども，平成１８年１０月に中間提言，平成１

９年１０月に運営費補助に関する提言をいただき，事業費補助についても，先月末，審議が終了

いたしました。議員ご発言にございますように，これは１件ごとに審議をしていたために，当初

の予定を大幅に上回るものとなったものでございます。ご理解をいただきたいと存じます。そし

て，現在，提言の内容を取りまとめ中でございまして，今月中には事業費補助に関する提言をい

ただく予定となっております。 

 検討委員会の成果につきましては，運営費補助の提言を踏まえ，市内部職員によります補助金

等審議会で検討を行い，平成２０年度予算において廃止をしたもの９件，減額をしたもの２６件，

金額にして７９２万 1,０００円の削減を図ったところでございます。 

 一方，事業費補助につきましては，２０年度予算編成後に提言をいただくことになるため，予

算は，過去の実績や運営費補助への提言を参考としながら編成してまいりました。この結果，廃

止をしたもの５件，減額をしたもの１８件，金額にしまして 3,０６６万 2,０００円の削減を図っ

たところでございます。 

 今後は，提言をいただいた後，補助金等審議会を開催しまして，２０年度予算執行時での調整，

あるいは平成２１年度予算編成に向けて，見直しに取り組んでいきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（高木将君） 答弁を求めます。産業部長。 

〔産業部長 小林平君登壇〕 

○産業部長（小林平君） ２つ目の，常陸太田市再生の中の農業の振興策についての，基幹産業

である農業を将来的にどのようにしていくのかの点についてお答えいたします。 

 当市の農業は，水稲の普通作を中心に，ブドウ，ナシの果実，花卉，季節野菜等の園芸，養豚，

肥育牛の畜産が主体となっております。しかし，農業後継者の減少や農業従事者の高齢化が進ん

でおり，また新規就農者が伸び悩む中で，どのようにして農業後継者を確保していくかが大きな

課題であります。 

 市としましては，既存の生産組織の構成員や認定農業者を初めとする地域農業指導者，農業関

係機関との意思疎通を重ね，就農者の組織化に取り組み，農業ができなくなってしまった人をサ

ポートする営農集団を早急的に整備することを最優先にとらえ，農地の流動化を推進するととも

に，国策として進めております品目横断的経営安定対策の集落営農における農地の集積を行い，

効率性を高めた農業の確立を求めてまいります。 

 また，今後における営農指導につきましては，米を含む農産物の生産歴の記帳を拡大する取り

組みを推進し，消費者が求めている安全安心にこたえるとともに，食味値の表示などによりおい

しさをＰＲし，消費者に対し太田産の農産物の認知度を高めてまいります。さらに，市総合計画

の地域ブランドと交流空間づくり計画に基づき，米，ブドウ，ナシ，野菜，シクラメンなど，市

内の優良農産物のブランド化を強力に進めてまいりたいと考えております。 

 また，農産物の生産体制につきましても，少量多品目を取り扱う生産者グループを各地域に組



織し，生産量の拡大を図りながら，特定生産品として人気を博している花卉，イチゴ，ブルーベ

リーなどの生産拡大と品質の向上を目指します。さらに，当市の農産物の増産及び地域での消費

拡大とブランド品の創設を目的として設置されました，常陸太田市地産地消推進協議会を活動の

拠点といたしまして，市内はもとより，県内あるいは県外の都市部との交流を展開し，アンテナ

ショップ等の開設や，観光，あるいは体験農業などの誘致を図るとともに，インターネットによ

る農産物の流通体制の整備をし，販売の拡大を推進してまいりたいと考えております。 

 次に，米づくり，野菜づくり，果樹づくりの推進についてでありますが，米は，太田ブランド

の創設を，ＪＡ，仲介業者，生産者等の結集をもって図ってまいります。ブドウ，ナシなどの果

樹は，観光を中心とし，集客のためのＰＲを進め，振興してまいります。野菜については，少量

多品目を消費者の求めにより生産し，安全安心としゅんの味を提供できるよう取り組みますとと

もに，これらの総合的な振興は地産地消事業の中で拡大してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（高木将君） 建設部長。 

〔建設部長 川又和彦君登壇〕 

○建設部長（川又和彦君） 都市計画推進の現状と市街化調整区域等の線引き見直しについてお

答え申し上げます。 

 初めに，新規都市計画案の現状についてでございます。現在の都市計画関連事業といたしまし

ては，第５次総合計画に示されました快適な暮らしづくりの基盤となります駅周辺整備事業を推

進しますとともに，県が施行します都市計画道路木崎稲木線トンネル，木島橋，国道２９３号常

陸太田東バイパス及び国道４６１号水府・里美拡幅などの整備を支援しているところでございま

す。 

 これらの事業が，平成２０年度以降順次完成する予定となっておりますことから，今後につき

ましては，これら都市基盤を活用した良好な市街地の形成や土地利用が必要となってまいります。

そこで，平成２０年度予算に，平成１６年度に策定しました都市計画マスタープランの見直しの

ための予算を計上させていただき，将来の都市構造，土地利用の方針並びに交通施設の整備方針

等につきまして，市民の皆様のご参加をいただき，その方策を検討してまいりたいと存じます。 

 次に，今後の線引き，すなわち市街化区域と市街化調整区域の見直しについてでございます。

県においては，平成２１年度に全県的な線引き見直し作業の実施を計画しているとのことであり，

県から見直しに関する基準等が示された段階で，市におきましても適切に対応してまいりたいと

存じます。その際には，今後見直しを予定しております都市計画マスタープランとの整合を図ら

れますよう，線引き見直しに関する市の基本的な考え方や方針につきまして，検討してまいりた

いと存じます。 

 以上でございます。 

○議長（高木将君） 政策企画部長。 

〔政策企画部長 江幡治君登壇〕 

○政策企画部長（江幡治君） 宮の郷工業団地，常陸太田工業団地の運営状況についてのご質問



の中で，動向の現状についてお答えを申し上げます。 

 宮の郷工業団地の立地の現状でございますが，現在，２社が立地をし，操業しておりますが，

常陸太田市側としましては，１７区画，３0.６ヘクタールが残っている状況でございます。常陸

太田市工業団地につきましては，昨年より３社の立地が決定しております。残りは，１区画，1.

８ヘクタールとなっております。立地が決定しました企業のうち１社につきましては，昨年の１

２月に操業を開始いたしました。残りの企業につきましても，平成２０年度中に操業を開始する

見込みとなっております。 

 また，ハイテクパーク金砂郷工業団地でございますが，昨年の９月に新規企業１社の立地，そ

れから，既存企業１社の増設に伴う契約が締結され，完売をしております。なお，新規企業１社

につきましては，平成２１年度中に操業を開始する予定となっております。 

 以上でございます。 

○議長（高木将君） 産業部長。 

〔産業部長 小林平君登壇〕 

○産業部長（小林平君） ４つ目の宮の郷工業団地，常陸太田工業団地の運営状況についての中

の２つ目，宮の郷工業団地の管理費についてお答えいたします。 

 宮の郷工業団地の管理は，用地の管理は茨城県が行っております。常陸太田市が管理している

区分は，公園敷及び道路敷の除草とトイレの清掃が主なもので，平成１９年度の決算見込みでは

約２５０万円ほどの経費がかかっております。常陸大宮市との共通分につきましては，常陸大宮

市から面積割合の３6.８％，約４３万円を負担金として徴収しておりまして，立地企業２社から

の税収約４６０万円との経費を比較しますと，管理経費が税収を下回っている状況にございます。 

 以上です。 

○議長（高木将君） ２２番立原正一君。 

〔２２番 立原正一君登壇〕 

○２２番（立原正一君） 再質問に入ります。 

 １番の，市長の施政方針でございますが，るる説明いただきまして，まず，大久保市長の施政

方針については，ＰＤＣＡという企業用語が，昨今のこの議会の中といいますか，そういう施政

の中に大分取り組まれておりまして，それがいよいよ回り始めたのかなという機運は受け入れる

ことはできます。 

 そして，職員の市民に対するサービス姿勢というものも，最近，聞くところによりますと，大

分効果を得ているということが伺われておりますことから，新しい行政運営の中では，大分変わ

ってきたのかなと，そういうふうに思いますが，だからといって以前の行政側がだめであったと

いうことではありませんが，時代の変遷に伴った人間の性格といいましょうか，そういうものが

起因してきているのかなということで，期待をしていきたいと考えております。 

 市長自身の企業経験も行政に生かすというお話がありましたので，私もずっと見ておりました

が，以前の常陸太田市の行政の答弁から見ますと，変わってきたなというふうなことで，その推

進の度合いというよりは，時代の変遷に沿った職員の質が出てきたのかなというふうに考えてお



きます。 

 ２つ目でございます。再生についてでございますが，自主財源の確保につきましていろいろご

説明いただきまして，ありがとうございました。この中で私も話し合いをする中で，担当者と心

を割っていろいろお話しいたしました。そこから見えてくることにつきましては，最近の職員の

考え方が大分危機に感じているというふうなことが，ひしひしと伝わって見えました。これは私

の質問に対する答弁の中での話でございますから，皆さんのほうとはどう変わっているかわかり

ませんけれども，私のこの自主財源確保ということと，それから行政改革，その他について，い

ろいろ担当の方とお話ししましたが，以前から比べると，大分変わってきているなということが

非常に強くしみてきたわけでございまして，この自主財源につきましても，大変に努力をしてい

ることが，答弁をいただきましたり，そして細かなところですね，最後のほうに部長答弁もあり

ましたが，これからは民間委託とかＰＦＩ，そのほうに利用を進めていくということでございま

すので，ぜひお願いしたい。 

 それから，電算事務のチェックを進めるというふうなことが出てきましたのは，私は非常にあ

りがたいなと思っております。この電算事務につきましては，専門的な背景から行かないとでき

ないわけでして，今回，当市におきましては，それらも目をつけたということでございますから，

さらなる財政のほうの削減策がそれからも出てくるのかなと期待をしておきたいと思っておりま

す。 

 自主財源，それから行政改革につきましては，少し静観をしてみたいなと考えております。 

 それから，農業の振興策についてでございますが，これは内容的に非常に広くなっているため

に，まとめづらいのかなと思っておりまして，説明を聞いていますと，本当にそれをやることに

よって，推進策ができるのかなというふうに思うわけでございまして，説明をされましたが，そ

れに対して本当にそのものが実行される，実行された中でどのような結果が出るのか，その点を

お伺いしたいと思っております。 

 ３つでございます。都市計画推進状況でございますが，都市計画の推進につきましては，今，

説明がございまして，いろいろと説明をされた中で，私，先ほどもお話ししましたように，今，

上位機関，土木事務所なり，それから当市の建設部がいろいろと動いていることはご説明をいた

だきましてわかりましたが，ただ，そこで若干苦言といいましょうか，私の意見といたしますれ

ば，都市計画についてはあまり静観をすることでなくして，これらの事業が２０年度を起点とし

て完成に入っていくということでございますから，それを基盤に動いていただけるんだと思いま

すが，当市は，人口高齢者率が２８％に近い数字を今，進んでいるわけでありまして，今後ます

ますこれはふえていくと思います。ということになりますと，人口増加というものが当市の財源

のほうに寄与するものと思いますので，都市計画の中では，人口増をするための施策というもの

を考えていただきたい。 

 そこで，提案するわけでございますが，まず，駅前の開発というようなことが当面出されまし

た。これについてもやるのは結構でございますが，この辺は，もう少し人口が少なくなりますと，

逆に駅前開発をしましても，駅の名前が消えてしまうことも考えれば，初めに人口増の施策を講



じるのが行政の施策じゃないかというふうに考えます。 

 そして，現在計画されております開発側の反対側，そちらのほうの敷地は空き地も大分ありま

すし，それから話を聞くところによりますと，行政の施策に対しては協力するという声も出てお

りますところから，あのエリアの土地利用というものを考えた施策を講じていただければと思っ

ております。そこに何をするかなということになりますと，なかなか商業地としては非常に難し

いでしょうから，住宅，アパートでも結構でございますが，要は人がこっちに来て住める，そう

いうエリアをつくっていただきたいと考えまして，再度，この辺のところをお聞かせいただけれ

ばと考えております。 

 それから，３つ目でございますが，宮の郷工業団地，それから岡田工業団地の運用状況でござ

いますが，確かに１番につきましてはそのとおりでありますから，行政側といたしまして，専門

職を置いて進めているというふうなことが言われております。これは理解いたしますが，昨今，

専門職だけの力でそうなっていったかというと，また疑問が残ると思うんですね。世の中の動き

も結構右上がりになってきているということでございますが，当市の場合，この団地の置かれる

環境というものが，アクセス道路の非常に厳しい状況にあるわけでありますから，もう少し県の

ほうにも話をしていただきまして，道路整備，そういう環境をつくっていただければ，もう少し

大手の会社がこちらへ来られるだろうと考えてございます。それはそれとして，もう少し努力を

いただければと思っておりますから，それは結構でございますが。 

 ２つ目の，宮の郷工業団地のほうの管理ですけれども，これはただいま言われたのが，税収と

管理費が下回っているということで結ばれましたが，だからどうなんだということなんです。下

回っているからいいんじゃないんですよ。太田市はお金がないんですから，１円たりとも出しち

ゃいかんのですよ，これは。そこで結んだことについて，もう一言ご説明いただきたいと思って

おります。 

 ５つ目，補助金でございますが，これにつきまして，前年の中でいろいろ施策を検討していた

だきまして，７９２万 1,０００円マイナスしたということでございます。今年度につきましては，

それらを考慮した中での参考としてまた大きな数字を，マイナス 3,０６６万ですか，先ほどおっ

しゃいましたのは。そういうふうなことを言われました。確かにこの補助金というものをここま

で削減できたということは，検討委員会の方たちのご努力については敬意を表したいと思ってお

りますが，だとすれば，以前，なぜこういうものを出してきたのかなというところにまた戻って

いくんだろうと思います。今回，補助金の検討委員会の中でこれは削減できた。じゃあ，今まで

補助金というのを取っていたのは何だったのかということですね。その目的をお伺いいたしたい

と思います。 

 ２回目の質問を終わります。 

○議長（高木将君） 答弁を求めます。産業部長。 

〔産業部長 小林平君登壇〕 

○産業部長（小林平君） 再度の質問にお答えいたします。 

 農業振興策についての結果がどういうものだというようなことでございますが，これらの事業



を推進することによりまして，ブランド化が図られ，また生産者の意欲の高揚が生まれるものと

考えております。また，安全安心の認識が消費者側から図られるというようなことによりまして，

消費が伸び，生産性も向上し，常陸太田市の農業の元気づくりになるものと考えておるところで

ございます。 

 次に，工業団地の中の管理経費で，税収と経費の比較につきましては，ただいま現在の数値的

なものを申し上げたところでございますが，やはりこれがたとえプラスになっていようとも，当

然，経費の節減，こういうことを図るものは必要かと存じます。 

 以上でございます。 

○議長（高木将君） 建設部長。 

〔建設部長 川又和彦君登壇〕 

○建設部長（川又和彦君） 駅周辺整備事業地区に隣接します地区における定住の促進について

でございます。これにつきましては，日立電鉄の跡地も含めまして，またご提案の趣旨も踏まえ

まして，今後，地元の住民の皆様と，整備のあり方につきまして検討してまいります。よろしく

お願いいたします。 

○議長（高木将君） 総務部長。 

〔総務部長 川又善行君登壇〕 

○総務部長（川又善行君） 補助金のあり方についての再度のご質問にお答えを申し上げます。 

 従来から数多くの団体に対しまして，運営費に対する補助金が継続されてきておりました。し

かし，長期化，既得権化している補助金がほとんどでありますことから，団体の自立を促すとと

もに，費用対効果等を検証するなどして，補助内容の適正化を図る必要がございました。このた

め，補助金検討委員会を設置いたしまして，運営費補助，それから事業費補助等について，１件

ごとに審査をしていただいたところでございます。この結果，補助対象経費の明確化，補助率・

補助単価の適正化，受益者負担の適正化，下部組織等への再補助の検証等々，いろんな角度から

提言をいただいております。私どもとしましては，この提言を踏まえまして，今後，適正化に努

めてまいる所存でございます。今日までの補助金の支出理由としましては，以上のような概要で

ございます。 

 以上でございます。 

○議長（高木将君） ２２番立原正一君。 

〔２２番 立原正一君登壇〕 

○２２番（立原正一君） ２回目の質問に対しまして，ご答弁ありがとうございました。３回目，

簡単にお伺いしたいと思っております。 

 まず，都市計についてでございますが，都市計についての２回目の質問の答弁につきまして，

住民と話し合うということでございますが，ぜひこれは行政側から行っていただきまして，声を

聞いていただきたいと考えております。 

 次に，宮の郷工業団地のところで，投資効果につきましてのところで，経費の節減については

当然やっていくというふうな答弁でございましたから，それを聞いて安心したなと考えておりま



す。 

 それから，補助金委員会のことにつきましてご説明をいただきました。これが，多くは運営関

係の補助ということが見直されているように理解をしておりますが，私も以前に申し上げました

ように，１町２村の地区に行っておりますと，この補助金の削減につきまして，団体の方が，今

まで出ていた補助金がなくなって，意識が薄らいじゃうんだというふうなことも言われておりま

したことから，これも住民と話し合うということでございますから，よく地域の方々と今まで補

助金を受け取っておった団体の方々のほうに，説明責任を果たしていただきまして，理解をして

いただいて，行政側への協力要請というものが今まで以上に伝わるようにお願いしたいと考えま

す。 

 いろいろご説明をいただきまして，理解をいたしますが，最後になりますけれども，今後，５

年目に入るということになりますと，大久保市長も大変かと思います。いろいろ今までの特別補

助金等につきましても，この５カ年で切れるものも中にあるわけですね。そうなってきますと，

当市みたいな財政の弱い自治体というものは厳しいものが出てくると思いますから，自主財源の

確保とか行政改革とか，いろんな面に力を注いでいただくことはやっていただくわけでございま

すが，さらに施策について，改革を休めることというのはできないと思うんですね。 

 したがいまして，これからも日々に努力していただきまして，一日一善という四字熟語の言葉

がございますが，１日１つずつ考案策を考えていただきながら進めていっていただきたいとお願

いいたしまして，私の質問を終わりにしたいと思います。ありがとうございました。 

 


